７月２日　現在
平成３０年度
「先駆けの地における再生可能エネルギー教育推進事業」
実施要項
目的
　「エネルギー」は科学技術立国としての日本を支える上で非常に重要なテーマの一つである。福島県では２０４０年にエネルギーを１００％再生可能エネルギーで賄う方針を打ち出しており、地域の将来を見据える観点からも、一人一人が考察しなければならないテーマの一つになっている。県内には多様なタイプのエネルギー供給施設や研究所があるため、現地で研修を行い、エネルギーのあり方について考察を行う。また、「福島復興」について多方面から様々な活動を行っている企業を訪問し、地域との連携や文化の発信について学び、今後の福島の在り方を考える機会とする。上記、活動を通して、エネルギーに関連した約５０のテーマを生徒自ら掲げ一年間を通した課題研究に取り組む。
取組概要
・グループ毎に研修を行い、今後のエネルギーのあり方、エネルギー供給地としての福島県のあり方、福島県の復興等ついて考察する。

・研修を通じてそれぞれの職種に対する理解を深め、生徒自身の進路について考える契機とする。
・研修の成果をレポート、発表のかたちで表現する。
年間計画

①東北ILC推進協議会派遣講師（６月２７日（金）実施）
講師　東京大学大学執行役・副学長、理学系研究科教授　相原　博昭　先生
内容　国際リニアコライダーについて
②地域の特性を生かした各見学施設（予定）での講演　（講師は今後決定）

１南相馬ソーラーアグリパーク　　　　内容　太陽光発電
２福島県ハイテクプラザ　　　　　　　内容　再生可能エネルギー
３常磐共同火力勿来発電所　　　　　　内容　火力について
４こみゅたん福島　　　　　　　　　　内容　再生可能エネルギー
５西山地熱発電所　　　　　　　　　　内容　地熱発電
６北芝電気　　　　　　　　　　　　　内容　太陽光発電
７エンルートM‘ｓ　　　　　　　　　内容　省エネ運送について
８福島浮体式洋上ウインドファーム　　内容　洋上浮力発電
９産総研福島再生可能エネルギー　　　内容　再生可能エネルギー
③水素エネルギーについて
リバネス派遣講師（１０月頃決定）
④２０４０年に再生可能エネルギー１００％のためにすべきことは
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